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【技術・家庭（技術分野） 工業】

１ 調査研究の視点

中学校技術・家庭科（技術分野）は義務教育として国民一人一人にものづくりなどの

実践的・体験的な活動を通して、技術（テクノロジー）の在り方やその活用の仕方など

を客観的に評価し、それを主体的に活用する能力と態度を育てることを目標としている。

それに対し、高等学校工業科はより専門性の高い学習を希望して入学してきた生徒に、

工業技術者としての知識や技術を習得させ、それらを基に工業技術の諸問題を解決し、

工業と社会の発展を図る創造的な能力と態度を育てることを目標としている。このよう

に育てる学力や学習のねらい、指導する生徒集団の意識等が異なるため、まず校種間の

連携や接続期の課題点を探る視点から、それぞれの学校の学習環境や生徒の実態等を調

べ、学習のつながりを持たせた指導方法等の調査研究が必要だと考えた。

２ 研究テーマ

中学校技術・家庭科(技術分野)において技術（テクノロジー）に関して学ぶことは、

主として専門学科において開設される各教科のうち、職業に関する教科への進路選択に

も大きく影響すると考えられる。例えば中学校学習指導要領の内容には「Ａ材料と加工

に関する技術」、「Ｂエネルギー変換に関する技術」といった内容のまとまりがあるが、

これらは高等学校工業科での学習内容へとつながるといえる。中学校・高等学校工業科

との接続期における学習への意識や実態、課題を明らかにするとともに、その解決策と

して知識等を活用するといった学びの連続性に着目した研究を行うこととした。

３ 昨年度の取組

施設見学や授業研究会の実施により、それぞれの学校の学習環境や学習指導内容等の

相互理解が図れ、連携に向けての下地を作った。また、技術分野の学習と進路選択との

関連性、校種間の接続期の学習に対する意識や実態等を把握するために協力校の高等学

校工業科１年生に質問紙による意識調査を行った（資料１）。

技術分野の学習と進路選択との関連性では、約４割の生徒が中学校技術・家庭科（技

術分野）の授業の影響を受けて進学を決めている（資料１-１）とともに、８割の生徒が

授業を好きだったと答えており、進路選択

に大きな影響を与えていることがわかった

（資料１-２）。さらに、４つの学習観点に

ついて意識調査を実施したところ多くの生

徒が思考力・判断力・表現力等を育む授業

があまり好きではないこと（資料１-３）や

思考力・判断力・表現力等を育む授業での

達成感が薄く、自分には不足している学力

だと認識している（資料１-４、１-５）こ

とがわかった。ただ、より専門性の高い学

習を希望して入学してきた生徒ということ

もあり、９月の段階では６割近くの生徒が

技術・家庭科（技術分野）、工業科における学校間の円滑な接続に関する調査研究

～中高の相互理解による学びの連続性を踏まえた指導内容・指導方法の工夫改善～

○進路選択に、影響を与えた中学校の教科はどれ

ですか（複数回答可）【資料１－１】
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思考力・判断力・表現力等の学力の必要性

を強く感じているとともに他の学力に対し て

ても全体的に学習意欲が高い状態であった。

しかし、翌年１月に同様の調査を行ったと

ころ、全体的にこれらの学力の必要性を感 じ

じている生徒の割合が下がっただけでなく

思考力・判断力・表現力等の学力に対する

必要性がもっとも低い割合となった（資料

１-７）。これは１年次に基礎的な知識の習 得

得を重視する座学の授業が中心であり、思 考

考力・判断力・表現力等を育むことに重点

をおいた授業は高学年の座学や実習で設定

されていることが多いことから、このよう

な変化が起きたと考えられる。なお、中学

校技術・家庭科（技術分野）での学習と高等学校１年次での学習意欲の関連性を見るた

めに「技術分野の授業を通して身につけておいた方がよかったと思うもの」を９月と翌

年１月で調査したところ、「技能」以外は資料１-７と同様の傾向があらわれた（資料１-

６）。意識的には進路選択に大きな影響を及ぼしたようではあるが工業科の授業の中で、

技術分野の学習との関わりがあまり感じられていない様子である。

そこで、高等学校工業科１年生での学習意欲の維持及び向上とともに、中学校技術･

家庭科（技術分野）の学習指導等との接続ができるよう、具体的には教育課程上の共通

点等を洗い出し、系統性のある学習場面の設定及びその指導方法の工夫改善等に向けて

研究を進めた。

４ 本年度の取組

（１） 教育課程上の共通点や系統性の分析

中学校技術・家庭科（技術分野）で取り上げる題材は各中学校で異なり、習得さ

れる具体的な知識・技能は共通のものにはなっていない。そのため、生徒が習得し

た具体的な学習内容と関わらせた学校間の接続は難しい。そこで、技術分野の目標

や工業科の目標等をもとに習得した学力を活用し、課題を解決する能力を育む力を

それぞれ整理し（資料２-１-１、資料２-１-２）、これらの力を育むうえでの共通

点や系統性を分析した。

その結果、それぞれの教科で生徒を育成する目標は異なるとしても、「習得した知

識や技術を活用し、課題を解決するために必要な能力」を育む学習活動に系統性を持

った指導ができると考えた。また、資料２-１-２等からもわかるように技術（テク

ノロジー）に関わる在り方や活用の仕方等については共通の課題としてとらえること

ができ、国民としての間接的な課題解決の視点から、工業技術者としての直接的な規

範意識や倫理観等を持った課題解決へと発展的に指導することができると考えた。

（２） 思考力・判断力・表現力等の育成を通した中・高の学習意欲向上及び継続に向けて

○あなたがこれからの授業や生活の中で、大切だ

と思うものはどれですか（複数回答可）

【資料１－７】

○評価の観点及びその趣旨（工夫し創造する能力と思考･判断･表現）【資料２-１-２】

＜高等学校工業科＞

「技術者として、工業技術の課題の解

決を目指して思考を深め、基礎的・基

本的な知識と技術を基に、技術者とし

て適切に判断し、表現する創造的な能

力を身につけている」

＜中学校技術・家庭科(技術分野)＞

「国民として技術（テクノロジー）の在

り方や活用の仕方等について課題を見つ

けるとともに、その解決のために工夫し

創造して、技術を評価し活用している」

進学
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義務教育段階でのつまづきとして明確化し

た「学んだことを活用して課題を解決する能

力」（資料１-３～７）は高校教育で補完する

必要性があると言えるとともに、習得した知

識・技能を活用して課題を解決する能力は高

等学校工業科において工業技術者としての倫 理

理観等の形成や、高学年次で習得した学力を 活用

活用した主体的な課題に取り組む学習場面で の

の学習活動には不可欠となる。技術・家庭科 （

（技術分野）での思考力・判断力・表現力等 の

の育成を意識した授業に続いて、高等学校工 業

業科に進学後の１年次の授業においても、同 様

様な学習場面が設定されていれば系統的に無 理

理なく学習が続けられることになり、学習意 欲

欲の継続にもつながると考えた。また、学ん だ

だことを活用して課題を解決するためには知 識

識等の習得が必要であり、その活用の仕方を 理解

理解したり、習得の必要性を実感させ、「学習 の

の動機付け」を図ることも重要だと考えた。 さ

さらに、１年次に高等学校中途退学者が最も多いこと（資料４-１）や中途退学理

由（資料４-２）の「授業に興味がわかない」等の学業不適応に対して、これらの

取組が円滑な学校間の接続となり、中途退学者を減らすことにもつながるのではな

いかと考えた。そこで、義務教育との接続期である１年次から座学でも習得した知

識を活用する授業の検討を行うことにした。（図１）

（３） 学んだ知識を活用する指導内容と指導方法

中学校技術・家庭科（技術分野）ではものづくりの設計や計画の場面において、

図や表等の技術特有の言語と言葉を用いて自らの考えを整理するとともに、よりよ

いアイディアを生み出すために自分の考えを比較・検討するなどの学習活動の充実

（言語活動の充実）を図っている。そこで、同様に習得した知識を活用し、図や言

葉を使って課題解決に向けての思考・判断・表現等ができる学習場面として「建築

構造Ⅰの第２章木構造・５節軸組－耐力壁－」を題材として取り上げた（資料２-

２）。授業の展開としては知識を一方的に詰め込む授業ではなく学習の動機づけを

行ったうえで基礎的な知識の習得をさせ、それを基に課題解決を行うものを考えた

(図２）。ワークシートの工夫として授業

展開に合わせた構成にし、自らの考えを

図や言葉で紙面を活用してまとめ（資料

２-４-２）、それを発表しあい、互いの

考えを共有し、思考を広げあう時間を配

慮した生徒参加型の授業になるようにし

た。また、高等学校工業科の授業でも系

統的な言語活動の充実を図り、思考力・

判断力・表現力等を育む学習活動ができ

るようなワークシートの工夫も行った（

資料２-３-①）。なお、この題材の特性か

らこの学習を通じて経済性やデザイン性

■授業展開

・説明（資料、模型等を活用）

↓

↓ 発表（生徒）

・ワークシートの解説

↓ 発表（生徒）・意見共有

【直感的に考える問題】

学ぶ内容・意義の獲得（学習の動機づけ）

【演習問題】

課題解決に向けて思考・判断・表現

【図２ 習得した知識を活用して

課題を解決する授業展開例】

【図１ 研究の概要図】
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だけでなく、習得した知識を活用する中で安全に対して工業技術者としての倫理観

を育むことも目標とした。

５ 本年度の成果と課題

（１） 成果

資料２-２、資料２-３・４による授

業を行った直後に質問用紙による調査

を行ったところ「もっとやりたい」、「

難しかったが面白かった」という生徒

を合わせると９割の生徒が学習意欲を

持って取り組むことができていた（資

料３-１-１）。また、課題解決におい

て図等を用いたことで自分の考えを広

げたり、整理できたり、判断すること

ができたと感じる生徒も多かった（資

料３-１-２)。中学校技術・家庭科(技

術分野)の言語活動の充実との系統性

を持たせた学習活動を行ったことで、多くの生徒が抵抗なく思考力・判断力・表現

力等を育む学習活動に参加することができたようである。さらに、７割の生徒が思

考・判断・表現する力をもっと育てたいと思ったほか、課題解決に必要な知識をは

じめ、技能の習得にも意欲を高めた生徒が多く見られた（資料３-１-３）。これら

のことから、１年次の授業からこのような授業を意図的に組み込むことで、学習意

欲に関する円滑な接続が可能になると言える。また、習得すべき知識の必要性を実

感した上での学習となったことからか、技術者が大切にすべきことがらについて問

うと授業前と後では安全性や法令遵守といった規範意識や倫理観に関わるも

のを選択する生徒の割合も増えた（資料３-２）。

（２） 課題

今回はある授業場面を実験的に設定したものであるとともに、学習意欲の継続等

といった感覚的な接続での成果である。どのくらいこのような授業場面を１年次に

組み込めば効果があるかや、実際に能力がそれによって育まれていたかどうかとい

った評価まで行うには至っていない。今後、１年次から３年次までの発達段階や学

習内容に応じた授業場面の計画的な設定と評価計画及び評価方法の検討が必要だ

と言える。また、今回のような授業を「やりたくない」、「難しく感じる」、「これか

らの勉強に不安を感じる」などといった生徒もおり（資料３-１）、それが学業不

振や授業に興味がわかなくなる一因となりうる可能性もあり（資料４-２）、支援の

仕方等についても考えて行かなくてはならない。

６ 研究のまとめ

今回の研究では高等学校１年次での授業場面の設定と指導法の工夫によって学習意欲

の継続や、習得した知識を活用して課題解決を行う授業でのつまずきをなくすことがで

きるということがわかった。例えば農業科では「栽培計画表、栽培記録」、情報科では「フ

ローチャート」等といった技術分野での言語活動の充実と系統性をもたせた同様な授業

設定が可能だと思われる。また、今回の調査研究では高等学校工業科での取組が主なも

のであったが、中学校技術・家庭（技術分野）の分野目標の趣旨に沿った授業が行われ

ていることが前提であり、専門学科との連携を意識した取組も工夫して行く必要がある。

○「学んだことを生かして答えを導き出す」授業を受

けてどのように感じましたか【資料３－１－２】
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【技術・家庭科（技術分野） 工業 資料リスト】

資料１ 意識調査

○進路選択に、影響を与えた中学校の教科はどれですか（複数回答可）【資料１-１】

○中学時代、技術・家庭科（技術分野）の授業は好きでしたか【資料１-２】

○どんな形式の授業が好きですか(複数回答可）【資料１-３】

○授業を通して、身についてきたと思われるものは何ですか(複数回答可)【資料１-４】

○まだ不足していると思われるものは何ですか？(複数回答可）【資料１-５】

○中学校の技術の授業を通して、身につけておいた方がよかったと思うものは何ですか

（複数回答可）【資料１-６】

○これからの授業や生活の中で、大切だと思うものはどれですか（複数回答可）

【資料１-７】

資料２ 指導内容と指導方法の工夫

○工業科教科目標と技術分野の目標の比較【資料２-１-１】

○評価の観点及びその趣旨(工夫し創造する能力と思考･判断･表現) 【資料２-１-２】

○学習指導案【資料２-２】

○ワークシート（演習問題２）【資料２-３】

○ワークシート（演習問題３）【資料２-４】

資料３ 授業分析

○今回のような「学んだことを生かして答えを導き出す」授業を受けてどのように感じま

したか【資料３-１-１、３-１-２、３-１-３】

○技術者が大切にすべきことはどんなことだと思いますか（上位３つ回答）【資料３-２】

資料４ 関連資料

○学科・課程・学年別中途退学者数【資料４-１】

○平成 24 年中途退学者理由別構成比（埼玉県公立）【資料４-２】

＜参考文献＞

・「中学校・高等学校の指導内容等の関連と実践課題 技術・家庭科(技術分野)」中等教育資料 平成 25 年 4 月号
初等中等教育局教育課程課教科調査官 上野耕史

・「新教育課程における中学校・高等学校の接続性，系統性」中等教育資料 平成 25 年 4 月号

全国高等学校長協会会長,東京都立見た高等学校長 及川良一 他３名

・「中学校学習指導要領解説 技術・家庭編」平成 20 年 9 月 文部科学省

・「高等学校学習指導要領解説 工業編」平成 25 年 5 月 文部科学省

・「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（中学校 技術・家庭）」

平成 23年 11 月 国立教育政策研究所教育課程研究センター

・「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（高等学校 専門教科 工業）」

平成 25年 3月 国立教育政策研究所教育課程研究センター

・言語活動の充実に関する指導事例集【中学校版】 第 3 章 言語活動を充実させる指導と事例

(2)教科等の特質を踏まえた指導の充実及び留意事項＜技術・家庭＞ 平成 23 年 5 月文部科学省

・言語活動の充実に関する指導事例集【高等学校版】第 3 章 言語活動を充実させる指導と事例

(2)教科等の特質を踏まえた指導の充実及び留意事項＜工業＞ 平成 24 年 6 月文部科学省



技術・工業資料-2 -

○進路選択に、影響を与えた中学校の教科

はどれですか（複数回答可）【資料１-１】

○中学時代、技術・家庭科（技

術分野）の授業は好きでしたか

【資料１-２】

○授業を通して、身についてきたと思わ

れるものは何ですか(複数回答可)

【資料１-４】

○技術分野の授業を通して、身につけておい

た方がよかったと思うものは何ですか？（複

数回答可）【資料１-６】

○どんな形式の授業が好きですか(複数回答

可）【資料１-３】

○まだ不足していると思われるものは何で

すか？【資料１-５】

＜生徒への質問用紙による調査＞県立工業高等学校にて１学年対象

n=212（建築科・機械科・電気科）n=77(建築科 ) 平成 24 年 9 月と平成 25 年 1 月【１ -６・７】実施

資料１ 意識調査
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○工業科教科目標と技術分野の目標の比較【資料２-１-１】

技術分野

ものづくりなどの実践的・体験的な学習

活動を通して，材料と加工 ,エネルギー変

換 ,生物育成及び情報に関する基礎的・基

本的な知識及び技術を習得するととも

に ,技術と社会や環境とのかかわりにつ

いて理解を深め、技術を適切に評価し活

用する能力と態度を育てる。

工業科

工業の各分野に関する基礎的・基本的な

知識と技術を習得させ ,現代社会におけ

る工業の意義や役割を理解させるとと

もに ,環境及びエネルギーに配慮しつつ ,

工業技術の諸問題を主体的，合理的に，

かつ倫理観をもって解決し，工業と社会

の発展を図る創造的な能力と実践的な

態度を育てる。

○これからの授業や生活の中で、大切だと思

うものはどれですか （複数回答可）

【資料１-７】

○評価の観点及びその趣旨(工夫し創造する能力と思考･判断･表現)【資料２-１-２】

＜高等学校工業科＞

「技術者として、工業技術の課題の解

決を目指して思考を深め、基礎的・基

本的な知識と技術を基に、技術者とし

て適切に判断し、表現する創造的な能

力を身につけている」

＜中学校技術・家庭科(技術分野)＞

「国民として技術（テクノロジー）

の在り方や活用の仕方等について

課題を見つけるとともに、その解決

のために工夫し創造して、技術を評

価し活用している」

進学

資料２ 指導内容と指導方法の工夫
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高等学校建築科「建築構造Ⅰ」学習指導案

○○○工業高等学校 第１学年○組（ ○名 ）

平 成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ○ ） 第 ○ 校 時

使用教室（ＨＲ教室） 指導者：○○ ○○

１ 題材名 教科書 建築構造（実教出版）

第２章 木構造 ５節 軸組「耐力壁」」 p.54～59

２ 題材設定の理由

（１）生徒観

専門教科への興味や関心があり、全体的に落ち着いて授業に取り組くんでいる。しかし、積極的に

発言する生徒とおとなしく反応の少ない生徒が混在しているため、学習の理解度にばらつきが見られ

る。また、１年生の専門教科は、工法名や部材名など基本を覚える内容が多く、生徒参加型の授業展

開が難しい。基礎知識を活用して自ら考える授業の展開が課題である。

（２）題材観

本題材は身近にある木構造における軸組の学習を通じて、耐力壁が地震力や風圧力などの外部から

の力に抵抗する大切な骨組みであることを知り、安全な建築物を建てるうえでの耐力壁の構成と適切

な配置の基本を理解することができる。さらに、建築物の設計において、経済性やデザイン性だけで

なく安全に対する価値観を体験的に養うことができると考える。

（３）指導観

建築構造は工法名や部材名等、覚えることが多い教科であるが、生徒参加型の授業展開とし、ワー

クシート（演習問題）を活用し、基礎的な知識を基に自ら考えた耐力壁のデザインや配置方法につい

て意見を発表したり、記入したりする時間等に配慮するものとする。また、この学習を通して建築物

を造る技術者としての意識（技術者倫理）を高めさせたい。

３ 指導目標

木構造における耐力壁の基本的な役割及び耐力壁の構造と適切な配置を理解するとともに、建築物

の安全性を考えて設計ができる能力を養う。

４ 題材の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

木構造における地震力

や風圧力に対する安全

性について関心をも

ち、耐力壁の在り方に

ついて主体的に探求し

ようとしている。

耐力壁の構造に関する

知識を基に、自ら構想

する構造を適切に判断

し、表現する創意的な

能力を身に付けてい

る。

耐力壁の役割を正しく

理解し、平面的・立体

的な配置にその技術を

適切に活用している。

安全性と合理性を考

え、耐力壁の構造や適

切な配置について理解

している。

５ 指導計画及び評価計画（２時間扱い）

指導計画 時間 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

第一次

耐力壁の種類、

壁量について学

ぶ

１

地震や風に対する

安全性について関

心を持ち、主体的

に探究しようとし

ている。

耐力壁のデザイン

を考え、その性能

や工夫について考

察し、表現してい

る。

耐力壁の構造・役

割を正しく理解し

ている。

第二次

耐力壁の配置方

法について学ぶ

（本時２／２）

１

基礎的な知識を基

に、耐力壁の正し

い配置を合理的に

判断している。

木構造の平面図、

立面図にバランス

良く耐力壁が配置

できる。

木造建築物の安全

性について正しく

理解している。

【資料２-２-１】
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６ 本時の学習内容

（１）題材名 耐力壁の配置方法を学ぶ

（２）本時の指導目標

○基礎的な知識を基に、耐力壁の正しい配置を合理的に判断している。【思考・判断】

○木構造の平面、立面図にバランス良く耐力壁が配置できる。【技能】

○木造建築物の安全性について正しく理解している。【知識・理解】

（３）本時の展開（２／２）

時

間
学習内容 学習活動

指導の留意点

（指導の評価と工夫）

導

入
10

本時の学習内容の把握

耐力壁の構造と種類について

復習

耐力壁の構造と種類について

確認をする。

前時で使用した演習問題１

(壁の構造と強度）、演習問

題２、紙模型を活用する。

展

開
25

耐力壁（筋かい）の役割につ

いて学ぶ

耐力壁の配置について学ぶ

耐力壁の平面的な配置につい

て理解する

耐力壁の立面的な配置につい

て理解する

地震力や風圧力に対して、耐

力壁が重要であることを知

る。

演習問題３

問１を解く。

自分が選んだものを挙手す

る。選んだ理由を答える。

問２を解く。

平面図に耐力壁を記入する。

自分の考えを発表する。

問３を解く。

自分が選んだものを挙手す

る。選んだ理由を答える。

問４を解く。

立面図に筋かいを記入する。

自分の考えを発表する。

耐力壁が水平力に対して、

有効に抵抗するための留意

点を説明し、要点を板書す

る。

机間指導をし、必要に応じ

て個別に支援をする。

問１及び３は直感的に解か

せ、理由を数名に説明させ

る。

必要に応じて発表を支援す

る。

耐力壁の平面的配置の要点

を説明する。

耐力壁の立面的配置の要点

を説明する。

ま

と

め

15

木造住宅の安全性について理

解する

耐力壁の正しい配置について

考察する。

木造住宅の安全性についてま

とめる。

平面的、立体的バランスの

取れた配置が、水平力に対

して有効であることを説明

し、重点を板書する。

技術者として安全性を重視

した設計が大切であること

を説明する。

学習課題：地震や強風に強い木造住宅を知る。

基礎的な知識を基に、耐力

壁の正しい配置を合理的に

判断している。【思考・判断】

木構造の平面、立面図にバ
ランス良く耐力壁が配置で
きる。【技能】

木造建築物の安全性につい
て正しく理解している。
【知識・理解】

【資料２-２-２】
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系統的な言語活動の充実を通して能力を育むワークシートの工夫例

【資料２-３-①】
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【資料２-３-②】
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【資料２-４-１】
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習得した知識を活用して課題を解決するワークシート例

【資料２-４-２-①】
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【資料２-４-２-②】
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○今回のような「学んだことを生かして

答えを導き出す」授業を受けてどのよう

に感じましたか【資料３-１-１】

（複数回答可）【資料３-１-２】

○技術者が大切にすべきことはどんなことだ

と思いますか（上位３つ回答）【資料３-２】

（複数回答可）【資料３-１-３】

ア）ものを作る巧みな技（スキル）

イ）作ったものを使う人への配慮（安全性）

ウ）作ったものの使い勝手の良さ（機能性）

エ）いかに安く作るかの工夫（コスト削減）

オ）いかに効率よく作るかの工夫（作業効率の向上）

カ）生産時や廃棄時などでの環境への影響

（人以外との関わり）

キ）依頼者の要望を（実現する力）汲み取る力（発案）

ク）法や制度を守ること（法令遵守）

＜資料２-２、資料２-３・４による授業に関わる質問用紙による調査＞

県立工業高等学校 建築科 １年生７１人に対して授業実施直後に実施

資料３ 授業分析
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【資料４-１】

平成 23 年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」について

平成 24 年 9 月 11 日（火）文部科学省初等中等教育局児童生徒課 ｐ８１より抜粋

資料４ 関連資料
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【資料４-２】

平成 24 年度埼玉県公立学校における児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査結果について

埼玉県教育委員会 ｐ１７より抜粋


